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１　ＩＲ誘致に向けた理解促進と懸念事項への対策
ＩＲ誘致にあたっては、府民のコンセンサスを得ることが重要であるため、府民向けセミナーの開催や広報ツールの作成など、府民の理解促進に向けた取組みを進めるとともに、ギャンブル等依存症や治安・地域風俗環境などＩＲ立地に伴う懸念事項にかかる対応策について検討を進めた。
	年度
	予算額
	決算額

	平成29年度
	6,878千円
	5,129千円


（１）ＩＲ誘致に向けた理解促進

①府民向けセミナーの開催

府民を対象に、外部講師及び職員により、ＩＲの必要性や効果、大阪がめざすＩＲ像のほか、懸念事項対策等を説明する「知る、分かる、考える、統合型リゾート（ＩＲ）セミナー」を開催した。

（開催状況）

	　
	開催日時
場所
	内容
	参加人数

	第１回
	６月20日（火）

19:00～20:30

大阪産業創造館
	(講演１)「夢洲まちづくり構想(案)について」

(講演２)「なぜ、IR(統合型リゾート)が大阪に必要なのか？」
	90名

	第２回
	７月３日（月）

14:30～16:00

大阪産業創造館
	(講演１)「夢洲まちづくり構想(案)について」

(講演２)「なぜ、IR(統合型リゾート)が大阪に必要なのか？」
	100名

	第３回
	７月19日（水）

19:00～20:30

堺市産業振興センター
	(講演１)「夢洲まちづくり構想(案)について」

(講演２)「なぜ、IR(統合型リゾート)が大阪に必要なのか？」
	65名

	第４回
	８月１日（火）

19:00～20:30

大阪府立中央図書館
	(講演１)「夢洲まちづくり構想(案)について」

(講演２)「なぜ、IR(統合型リゾート)が大阪に必要なのか？」
	30名

	第５回
	11月13日（月）

14:30～16:30

岸和田市立浪切ホール
	(講演１)「大阪がめざすIRとは」

(講演２)「IRが生み出す地域の活力」
	60名

	第６回
	11月17日（金）

14:30～16:30

千里ライフサイエンスセンター
	(講演１)「大阪がめざすIRとは」

(講演２)「大阪IRを契機とするギャンブル等依存症対策」
	58名

	第７回
	11月24日（金）

18:30～20:30

大阪府立大学
I-siteなんば
	(講演１)「大阪がめざすIRとは」

(講演２)「どうなる？IR実施法案と懸念事項対策」
	56名

	第８回
	12月11日（月）

18:30～20:30

大阪市立大学医学部
医学情報センター
	(第１部)「統合型リゾート(IR)設置により懸念されるギャンブル等依存症などに関するセミナー」
(第２部)「ギャンブル等依存症に関するセミナー」
	158名

	第９回
	３月22日（木）

14:30～16:00

関西大学
梅田キャンパス
	(講演)「大阪がめざすIRと懸念対策」
	93名

	第10回
	３月28日（水）

14:30～16:00

大阪府立大学
I-siteなんば
	(講演)「IR実施法案の論点とは？」
	72名


②対象別のアプローチ

　　　世代別やＩＲとの関わりの程度などによって、ＩＲに対する考え方が異なることが推測されることから、次代の担い手である若い世代や地域経済を支える地元企業など、対象を明確にし、各々の興味、関心に応じた情報発信を行った。
・大学生を対象とした出前授業（６大学・571名参加）
・地元の経済団体、業界団体の役員会等での出前講座（12団体・251名参加）

③広報ツールの作成

府民にＩＲに関する理解を深めていただくため、ＩＲの必要性や誘致の効果、懸念事項の最小化に向けた取組み等、一般的な事項をイラストやグラフ、写真等を用い、わかりやすい表現で説明したリーフレットや動画等を作成した。　　

・リーフレット（ＩＲって何？）　印刷部数：10,000部
・ミニリーフレット（ＩＲの魅力、ギャンブル等依存症対策、地域風俗環境対策）
　　　　　　　　　　　　　　　　印刷部数：各5,000部
　　・動画（ＩＲの魅力編、ビジネスチャンス編、ギャンブル等依存症対策編）
（２）ＩＲ立地に伴う懸念事項の最小化
府市関係部局等と連携し、ギャンブル等依存症や治安・地域風俗環境にかかる基本的な考え方や想定される取組みを取りまとめ、大阪ＩＲ基本構想（案）・中間骨子に盛り込んだ。

調整グループ

１　ＩＲの事業者公募に向けた準備
国における議論や、海外事例の情報収集、分析等を踏まえながら、事業者選定公募の要件とすべき項目や事業者審査体制等の検討、準備を進めた。
（１）大阪ＩＲ（統合型リゾート）の事業化に関するアドバイザリー業務
　事業条件の骨子や契約重要項目、事業者選定のあり方等、事業設計上の重要事項・課題等を検討した。
　　（契約内容）
業　務　名  大阪IR（統合型リゾート）の事業化に関するアドバイザリー業務
契約先　PwC大阪IR共同企業体
　　　　　　　　　　　　代表構成員：PwCコンサルティング合同会社
　　　　　　　　　　　　構成員：PwCアドバイザリー合同会社
契 約 期 間　平成29年3月29日～平成33年2月2日
契 約 金 額   377,193,845円 （税込）

　　　　　　
（２）　事業者との対話
事業者公募に向けた準備として、「ＩＲ推進局における事業者対応等指針」に基づき事業者との対話を行い、事業者選定公募の要件とすべき項目や事業者審査体制の検討、施設計画の調整などを行った。
	検討項目
	対話実施期間
	回数

	交通アクセスに関すること
	平成29年5月16日～8月31日
	1回

	ＭＩＣＥ施設に関すること
	平成29年6月19日～9月29日
	3回

	事業者公募の手法に関すること
	平成29年5月16日～11月30日
	35回

	大阪ＩＲの事業性に関すること
	平成29年7月18日～11月30日
	12回

	スマートシティに関すること
	平成29年5月16日～12月28日
	31回

	大阪ＩＲの事業性に関すること
	平成29年12月1日～平成30年3月30日
	16回


（３）　臨海部交通アクセス検討調査
　　　夢洲まちづくり構想の内容等を踏まえながら、ＩＲ事業者から提案を求める上で必要となる交通アクセスに関する基本条件について検討・調整を進めた。
	年度
	予算額
	決算額

	平成29年度
	2,897千円
	2,835千円
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